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特

集

ポ

ス

ト

冷

戦

時

代

の

ア

ジ

ア

上
）

米
ソ
冷
戦
の
終
鷲
は
欧
州
で
東
欧
革
命
を
も
た
ら
し 、

ド
イ
ツ
…

和
平
の
進
展
な
ど 、

そ
の
予
兆
は
感
じ
ら
れ
る
が 、

変
化
は
遅
々

統
一

を
実
現
し
た 。
ツ
連
は
今
や
変
革
の
嵐
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る 。

…

と
し
て
お
り 、

社
会
主
義
国
は
依
然
健
在
で
あ
る 。

冷
戦
の
影
を

し
か
し 、

そ
の
風
は
ア
ジ
ア
に
は
ま
だ
届
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
…

今
な
お
引
き
ず
る
ア
ジ
ア
に 、

変
革
の
風
は
い
つ
吹
き
込
む
の
だ

る 。

朝
鮮
半
島
の
南
北
対
話
や
日
朝
交
渉
の
開
始 、

カ
ン
ボ
ジ
ア

…

ろ
う
か 。

ふ
間

企’
日山川
・
会成叩

平

和

と

安

定

に

向

け

た

真

剣

な

論

議

を

深

め

る

時

に
動い
て
ゆ
くこ
とに
な
り
そ
う
で
あ
る。
そ
う
し

た
なか
で、
い
わ
ゆ
る
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代の
国
際
政

治
の
焦
点は
ア
ジ
ア
地
域に
移
行
す
る
の
で
は
なか

ろ
うか。

－

内

在

す

る

諸

問

題

二
十
世紀
最
後の
十
年
間の
世
界は、
脱
社
会
主

義と
脱
冷
戦とい
うこ
つ
の
大
き
な
座
標軸
を
中
心

仏
一部
仰

の
鮮

日
開
時
成

冷
金

だ
と

ま
領

制
一期

桝
一間
靭a

そ
の
理
由は
第一
に、
一
昨年
か
ら
昨
年に
か
け

て
起こっ
た
国
際
環境の
根
本
的な
変動は、
ヨ
ー

ロ
ッパ
で
は
周
知の
よ
うにベ
ル
リン
の
壁
撤
廃に

よ
る
東
西
ド
イ
ツ
の
統一
と
全
欧
安
保
協
力
会
議

（
C
S
C
E）
に
見ら
れ
るヨ
ーロ
ッパ
不
戦
体
制

の
成立
を
も
た
ら
し、
東
欧
社
会
主
義体
制の
崩
壊、

ソ
連体
制
解
体へ
の
助
き
を
歴
史に
刻
ん
だに
もか

か
わ
ら
ず、
ア
ジ
アに
は
中
園、
北
朝
鮮
な
ど
の
社

会
主
義
諸
国が
残っ
て
お
り、
ま
た、
ヨ
ーロ
ッパ

の
よ
う
な
安
全
保
障シ
ス
テム
が
確
立
す
る
基
盤に

欠け
てい
るか
ら
で
ある。
従っ
て、
脱
社
会
主
義

化
と
脱
冷
戦が
そ
の
ま
ま
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
全に

．圃圃．．．． 

世界週報161991. 1. 29 

----

ポスト冷戦時代のアジア　世界週報-1991.01.29



は
直
結
し
ない
とい
う
問
題が
横た
わっ
てい
る。

－

大

き

い

経

済

格

差

第二
に
は、
ア
ジ
ア
地
域に
お
け
る
著
しい
経
済

的・
社
会
的
格
差
の
存
在で
あ
り、
こ
の
こ
と
は、

アジ
ア
の
国
際
政
治が
社
会
問
題や
経
済
問
題と
よ

り
多く
直
結
し
た
不
安
定
性
を
内
包
し
てい
る
こ
と

を
意
味し
てい
る。
東
西
ド
イ
ツ
聞に
も
大
き
な
経

済
的
格
差
が
あ
り、
西
欧と
東
欧と
の
聞の
経
済
力

の
差
も
大
きかっ
た
が、
ア
ジ
アに
お
け
る
ほ
ど
不

均
等で
は
ない。
た
と
えば、
ア
ジ
ア
地
域
の一
人

当た
り
国
民
総
生
産
（
G
N
P）
を
もっ
と
も
新
し

い
数
字で
比
較し
て
み
る
と、
日
本は
約三
万
米
ド

ル
で
あ
る
のに
中
国は
そ
の
百
分の一
の
三
O
O
米

ドル
前
後で
あ
る。
こ
ん
なに
大
き
な
違い
が
あっ

て
は、
日
中
関
係が
う
ま
く
ゆ
くは
ずは
ない。

一
方、
中
国
と
競合
し
てい
る
台
湾は
も
う八
五

O
O
米
ドル
に
なっ
て
お
り、
一
万
ドル
の
大
台
を

超え
て
の
先
進
国
入
り
も
間
近で
あ
る。
中
国
大
陸

に
比べ
て
約三
十
倍の
豊か
さ
な
の
で
ある。
香
港

は
最
新
の
数
字で一
万二
O
O
O米
ドル、
シ
ン
ガ

ポ
ール
は一
万
米
ドル
に
なっ
た。
香
港、
シ
ン
ガ

ポ
ール
は
貿
易や
金
融
中
心の
都
市
国
家で
あ
る
と

は
い
え、
すで
に
日
本に
次い
で
アジ
アで
最
初の

一
万
ドル
台に
乗せ
てい
る。
そ
れ
に
韓
国
も
ま
も

な
く五
O
O
O米
ドル
台に
達す
る
で
あろ
う。

Fつ t f'I
h…日吋臨海j牛’

台湾海娘問題も不透明のまま。
李鴎首相（上右）、 江沢民総書記（よ左）、 IB小平氏（下右）と
李登録台湾総統 AFP, PANA 

こ
れに
対し
て、
北
朝
鮮は
約一
五
O
O
米
ドル

と
推
定さ
れ
る
が、
ベ
ト
ナム
約一
七
O
米
ドル、

カン
ボ
ジ
ア
約八
O
米
ドル
と
ア
ジ
ア
社
会
主
義
国

の
貧
困が
目立つ。
イン
ド
は
中
国と
ほ
ぼ
同
様の

三
三
O
米
ドル
前
後、
バ
ン
グ
ラ
デシュ
は
そ
の
半

分だ
が、
台
湾、
韓
国、
香
港、
シ
ン
ガ
ポ
ール
の

アジ
アN
I
E
S
（
新
興工
業
国・
地
域）
と
他の

アジ
ア
最
貧困と
の
聞に、
最近
躍
進の
著しい
マ

レ
ー
シ
ア
や
タ
イ
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（A
S
E
A
N）
諸
国が
続き、
こ
の
う
ち
と
くに

マ
レ
ー
シ
アは一
人
当た
り
G
N
Pニ
O
O
O
米
ド

ル
とい
う、
途上
国か
ら
新
興工
業
国へ
のハ
ー
ド

ル
を
近
く
ク
リ
ア
ー
す
る
で
あろ
う。
こ
う
し
て
ア

ジ
ア
で
は
社
会
主
義
国以
外の
〈
儒
教
文
化
圏〉
が

お
し
なべ
て
経
済
的に
成
功
し
て
き
た
とい
うこ
と

が
で
き
る。

こ
の
よ
う
な
不
均
衡や
格
差は、
アジ
ア
地
域の

流
動
性
（
人の
移
動、
労
働
力の
転換、
海
外
直
接

投
資の
流れ
な
ど）
を
著し
く
高め
る
半
面、
そ
れ

に
伴う
摩
援や
乳
繰を
招
来
す
る
の
で
あ
り、
こ
れ

ら
も
アジ
ア
の
深
刻な
問
題
点で
ある。

－

地

域

紛

争

の

根

第三
に
は、
東
西
冷
戦の
解消に
よ
り、
米
ソ
軍

事
体
制の
タ
ガ
が
緩ん
だ
が
ゆ
えに、
世
界
各
地
域

の
内
在
的・
潜在
的な
摩
擦
要
因が
ポス
ト
冷
戦
時

代の
非
欧
米
地
域で
多
元
的に
噴
出す
る
可
能
性で
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＂＂・・・・ ． 
依然、 カンボジア和平には出口は見えなし

ソ
連
内
部に
お
け
る
民
族
問
題の
深
刻
化
も

そ
の
典
型で
ある
が、
イ
ラ
ク
の
ク
ウェ
ー
ト
侵
攻

も
大
筋で
は、
こ
う
し
た
枠組み
の
なか
に
位
置づ

け
ら
れ
よ
う。
つ
ま
り、
従
来の
よ
う
な
冷
戦
型
地

域
紛
争や
大
国
介
入
型の
地
域
紛
争に
か
わっ
て、

領
土
紛
争やエ
スニ
シ
ティ
の
問
題、
そ
し
て
と
く

に
宗
教
対
立、
人
種
対
立
な
ど、
国
民
国
家
形
成
途

上
の
紛
争や
中央

集権体
制か
ら
の
離
反、
つ
ま
り

そ
れへ
の
反
逆や
分
離・
独
立
化に
よ
る
紛
争が
深

刻
化
する
の
で
は
なか
ろ
うか。

こ
の
点で
ア
ジ
アに
は、
依
然と
し
て
地
域
紛
争

の
根
の
た
え
ない
イ
ン
ド
亜
大
陸や
イン
ド
シ
ナ
半

ゑYAV。

AFP 

島、
と
くに
カ
ン
ボ
ジ
ア
紛
争、
ピ
ル
マ
の
政
情
不

安、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
治
的

不安定
な
ど
の
ほ
か、

問
題
を
東
ア
ジ
アに
か
ぎっ
て
見て
も、
中
国
と
台

湾
（
台
湾
海
峡）
の
問
題や
南
北
朝
鮮統一
問
題
と

い
う
重
要
な
イシュ
ー
の
ほ
か、
チベ
ッ
ト
問
題、

モ
ン
ゴ
ル
族の
分
断
状
況、
中ソ
両
国に
ま
た
が
る

トル
コ
系
住
民
（
ウ
イ
グル
族）
な
ど
の
統
合・
独

立
問題や一
九
九
七
年
問
題
を
其
近に
し
た
香
港の

将
来の
問題
な
ど、
ひ
と
た
び
紛
争が
生
じ
れ
ば
き

わ
め
て
盟
大な
問
題に
転
化
し
か
ね
ない
状
況が
依

然と
し
て
存
在
し
てい
るこ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま

い。
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代の
ア
ジ
ア
で
は、
こ
う
し
た

問
題が、
そ
の
中
心と
な
る
中
国
の
ポ
ス
ト
郡
小
平

体
制へ
の
不
安と
と
もに
クロ
ー
ズ
アッ
プ
さ
れ
る

で
あろ
う。

－

朝

鮮

半

島

と

台

湾

こ
こ
で
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
の
当
面の
焦
点で
あ

る
朝

鮮半島に
つ
い
て
見る
な
ら
ば、
一
九
九O
年

は
朝

鮮半島
の
歴
史に
とっ
て
画
期
的な
年で
あっ

た。
同
年
九
月
三
十
日
の
韓
ソ
国
交
樹
立、
同
十

二
月
十四
日
の
虚
泰
愚・
ゴ
ル
バ
チョ
フ
会
談に
よ

る
韓ソ
共
同
宣
言、
九
月
下
句の
金
丸
訪
朝に
よ
る

日
朝
国
交
交
渉へ
のス
テッ
プ、
そ
れ
に
十
月二
十

日
の
中
韓
貿

易代表
部の
設
置
合
意は、
き
わ
め
て

盟
要
な
ア
ジ
ア
の
新
しい
国
際
関
係の
形
成で
も
あ

っ
た。
こ
の
間に
南
北
朝
鮮
の

首相会
談が
重
ね
ら

れ
たこ
と
も
忘れ
ら
れ
ない。

そこ
で
当
面き
わ
め
て
重
要な
問
題は、
中
国
の

目
論み
と
し
て
次の
段
階で
韓
国
と
の
国
交正
常
化

を
考え
てい
る
のか
ど
うか
とい
う
点で
ある。
私

の
感触で
は、
準
国
交
関
係
（
貿

易代表
部の
設
置

や
査
証
事
務といっ
た
領
事
関
係）
が
成立
し
た
以

上、
こ
れ
が
中
国に
とっ
て
は
当
面、
もっ
と
も
望

ま
しい
形
態で
は
ない
か
と
思わ
れ
る。
なぜ
な
ら、

国
交が
樹
立
さ
れ
た
場合、
当
然
中
国は

北朝鮮と

の
断
交か、
あるい
はい
わ
ゆ
る
「二
つ
の
朝
鮮」

を
認
め
る
か
と
い
う
選
択
を
迫
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る。しか
も
根
本
的に
は、
中
国が
き
わ
め
て
保
守
的

な
固い
社
会
主
義の
建
前を
圏
内
的に
堅
持し
てい

る
限
り、
北
朝
鮮
の
立
場
を
無
視するこ
と
は
不
可

能だ
と
思わ
れ
るこ
と
で
ある。
も
し
仮に
中
国が

ソ
連の
よ
うにペ
レ
ス
トロ
イカ
を
進め、
グ
ラス

ノス
チ
を
展
開し、
そ
し
て
複
数
政
党制
を
実
施
す

る
とい
う
柔
軟な
圏
内
体
制
を
と
り
得る
な
ら
ば、

韓
国
と
の
国
交に
ま
で
発
展
し
て
ゆ
くか
も
し
れ
な

い。
現に
ソ
連と
韓
国の
関
係は、
そ
う
し
た
状
況

の
中で
は
じ
め
て
進
展
し
て
き
た
の
で
ある。

と
こ
ろ
が、
同
じ
乙
と
が
中
国
と
の
聞に
で
き
る

か
否か
と
な
れ
ば、
そ
の
可
能
性は
当
面き
わ
め
て

薄い
の
で
は
なか
ろ
うか。
従っ
て、
中
国が
社
会
主

義の
枠組み
を
今日
の
よ
うに
堅
持する
限
りに
お

い
て、
金
日

成山田市拝と
チュ
チェ
思
想とい
う
特
異
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特集・ポスト冷戦時代のアジア

の
社
会
主
義と
は
言
え、
社
会
主
義
擁
護
を
断
固
と

し
て
標
務
し
てい
る
北
朝
鮮と
の
関
係は、
断
絶で

き
ない
こ
とに
な
る。

こ
う
し
た
中で
北
朝
鮮が
最近、
経
済
的
困
難が

深
刻なソ
連に
締めつ
同り
ら
れ
て、
著
しい
苦
境に

陥っ
てい
る
こ
と
は
間
違い
ない。
恐ら
く
最
後の

院u
mでロH来の領統

Wい
て穴
る

・
占
フ
す

崎
、．
｝
ヨ
展

a
d可
’
ι
一チ
進
a可
，也、
，，

 

ル
き

ゴ
大

の
は

旬
係

中
関

月
ソ

凋値守
口H

望み
は、
中
国が
韓
国と
国
交
を
樹
立
せ
ず、
外
交

面で
も
貿
易
面で
も
せ
め
て
現状
を
維持し
て
ほ
し

い
とい
う
点に
つ
き
る
だ
ろ
う。

もっ
と
もこ
う
し
た
状
況は、
こ
こ
に
き
て
急に

起こっ
た
わ
砂
で
は
ない。
す
で
に一
昨
年
の
東
欧

動
乱
以
来、
ソ
連
自
身
も
社
会
主
義の
改
革
を
進め

てい
る
な
か
に
あっ
て、
北
朝
鮮
型の
独
裁
体
制に

対す
る
嫌
悪
感を
深め
てい
た。
こ
の
意
味で
は
北－

朝
鮮
も、
ソ
連が
や
が
て
平
壌の
意向
を
越
え
て
韓

国
と
関
係
を
改
善
す
る
こ
と
を
覚悟
し
てい
た
も
の

と
思
わ
れ
る。

あるい
は、
ソ
連
の
影
響
を
受
け
て
ソ
連
以
上
の

ペ
レ
ス
トロ
イ
カ
を
進め、
社
会
主
義の
民主
化
を

行っ
てい
るモ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国の
ケ
！
ス
を
見

た
場
合
も、
八
九年
三
月、
ソ
連に
先
立っ
て
韓
国

と
外
交
関
係
を
結ぶ
にい
たっ
た
が、
北
朝
鮮
はモ

ン
ゴ
ル
か
ら
の
外
交
要
員
を
引
き
揚げ
なかっ
た
た

め、
一
種の
「二
重
承
認」
の
よ
う
な
形が
そこ
に

で
き
上
がっ
て
し
まっ
てい
る。

こ
れ
ら
の
点
を
見る
と、
北
朝
鮮
は
苦
境に
陥
り

な
が
ら
も
何と
か
ソ
連
や
中
固と
の
従
来のパ
イ
プ

も
維
持し
よ
う
と
試
み、
他
方で
は
日
本、
ア
メ
リ

カ、
そ
し
て
場
合に
よっ
て
は
台
湾
と
の
関
係
を
形

成し
て
ゆこ
う
とい
う
立
場
を
とっ
てい
る。

こ
の
点で
もっ
と
も
注
目さ
れ
る
の
は、
台
湾
と

の
関
係で
ある。
今
日
の
台
湾
は一
人
当
た
り
G
N

P
八
千五
百
米
ドル
と
経
済
的に
大
き
く
発
展
し、

中
国
大
陸の
約三
十
倍
も
の
豊か
さ
を
実
現
し
てい

る。
李
登
細
民主
体
制
の
も
と
で
政
治
改
革も
徐々

に
進
ん
でい
る。
そ
の
台
湾
をソ
連
も
大い
に
注
目

し
始め
て
お
り、
特に
ソ
連で
もっ
と
も
人
気の
高

い
急
進
改
革
派の
ポ
ポ
フ・
モ
ス
ク
ワ
市
長が
去
る

十一
月
初句に
台
北を
訪
れ、

今後五
年
聞に
約六

十
億
米
ドル
に
も
の
ぼ
る

物資買い
付け
を
約束
し

たこ
と
は、
き
わ
め
て
印
象
深い
こ
と
で
あっ
た。

こ
う
し
た
動
き
の
なか
で、
北
朝
鮮
も
台
湾
の
発
展

に
着
目し
は
じ
め
て
お
り、
こ
の
十一
月
下
旬、
台

湾
の
立
法
委
員に
対し
て
はじ
め
て
査
証
を
出し
た

こ
と
な
ど
は、
小
さ
なニュ
ース
と
はい
え、
き
わ

め
て
盤
要で
あろ
う。

－

む

す

び

い
ず
れに
せ
よ、
以上に
見た
よ
うに、
ポ
ス
ト

冷
戦
時
代の
ア
ジ
アに
は、
国
際
政
治
上
も
ま
だ
数

多く
の
問
題が
残さ
れ
てい
る。
こ
う
し
た
環
境
の

なかへ、
来る
四
月
中
旬、
ゴ
ルバ
チョ
フ・
ソ
連

大
統
領が
来日
す
る。
懸
案の
北
方
領
土
問
題に
つ

い
て
は、
日ソ
首
脳
会
識
をス
テッ
プ
と
し
て、
私

自
身か
な
り以
前か
ら
提
案
し
て
き
た
よ
うに、
日

ソ
外
交
史
上に
ピ
ル
ト
イン
さ
れ
てい
る
「
二
島返

還」
を
ま
ず
実
現
し、
残
りの二
島に
つい
て
は
日

本
側が
主
権を
主
張
しつ
つ
共
同
利
用
や
共
同
開
発

を
求め
る
とい
う
方
式で
解
決す
る
可
能
性も
高ま

っ
て
き
てい
る。

そ
う
し
た
新
しい
国
際
環境の
なか
で、
ポ
ス
ト

冷
戦
時
代の
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
を
どの
よ
うに

確
保
し
て
ゆ
くべ
きか、
い
よい
よ
真
剣な
論
議が

深め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ない。

（
な
か
じ
ま
・
み
ね
お
H
L

東京
外
国
語
大
学
教
授・
海
外
事
情
研
究
所
長）
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